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本
論
文
は
、
『
万
葉
集
』
を
主
と
す
る
古
代
和
歌
の
表
現
機
構
を
確
か
め
、
そ
の
成
立
す
る
経
緯
と
史
的
な
展
開
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
表
現
機
構
と
い

う
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。 

 

一
首
の
歌
を
構
成
す
る
個
々
の
語
は
、
表
現
と
し
て
全
て
が
等
価
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
首
の
歌
の
中
に
は
、
そ
の
発
想
を
導
き
表
現
を
成
り

立
た
せ
る
た
め
の
核
と
な
る
語
が
存
す
る
。
本
論
文
で
考
察
す
る
心
情
語
（
第
一
章
）
、
景
物
（
第
二
章
）
、
死
の
表
現
（
第
三
章
）
、
地
名
（
第
四
章
）
は
い
ず
れ

も
、
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
歌
の
核
と
な
る
語
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
語
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
歌
の
表
現
の
機
構
を
確
か
め
、
ま
た
そ
の
確
立
と
展

開
の
過
程
を
考
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
一
章
で
取
り
上
げ
た
心
情
語
は
、
歌
の
抒
情
を
担
う
も
の
と
言
え
る
が
、
古
代
の
歌
の
表
現
史
を
辿
る
と
、
個
人
が
自
己
一
人
の
心
情
を
歌
う
と
い
う
行
為
が
、

自
明
の
も
の
と
し
て
無
条
件
に
あ
り
得
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
は
や
」
「
は
も
」
な
ど
の
終
助
詞
に
よ
る
表
現
、
感
動
詞
「
あ
は
れ
」
の
表
現
な
ど
が
心
情
表
出
を
担

う
用
法
と
し
て
先
行
的
に
認
め
ら
れ
、
や
が
て
「
か
な
し
」
「
く
や
し
」
な
ど
の
情
意
性
形
容
詞
が
、
各
々
に
分
化
さ
れ
た
心
情
表
現
を
成
り
立
た
せ
る
語
と
し
て
和

歌
表
現
の
な
か
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
心
情
語
の
表
現
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抒
情
詩
と
し
て
の
表
現
機
構
と
、
そ
の
確
立
、
展
開
の
経

緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
章
で
は
景
物
に
関
わ
る
表
現
を
論
じ
た
。
景
物
は
詠
物
歌
の
主
題
と
な
る
一
方
、
歌
の
発
想
の
起
点
と
な
り
序
詞
な
ど
を
通
し
て
心
情
表
現
を
導
く
機
能
を
果

た
す
と
い
う
点
で
も
、
一
首
の
核
と
な
る
言
葉
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
具
体
的
な
論
点
と
し
て
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
区
分
に
基
づ
く
季
節
認
識
の
確
立
を
確
か
め
、
四

季
に
応
じ
た
景
物
の
詠
法
や
、
温
感
表
現
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
和
歌
に
お
け
る
景
物
の
表
現
の
確
立
と
展
開
を
把
捉
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
景
物
は
、
人
物
を
偲
ぶ
た
め
の
拠
り
所
と
し
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
景
物
の
詠
法
に
着
目
す
る
と
、
讃
歌
、
羈
旅
歌
、
相
聞
歌
、
挽
歌
な
ど
、
題
材
の
異
な
る
歌
そ

れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
け
る
表
現
機
構
の
特
質
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
章
で
は
死
の
表
現
を
考
察
し
た
。
死
の
表
現
に
は
、
当
代
の
死
生
観
や
信
仰
等
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
面
も
あ
る
が
、
死
と
い
う
出
来
事
の
意
味
は
必
ず
し

も
自
明
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
逆
に
、
歌
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
の
意
味
や
イ
メ
ー
ジ
を
新
た
に
創
出
し
て
い
く
と
い
う
面
を
重
視
す
る
必
要



が
あ
る
。
そ
し
て
、
死
を
ど
の
よ
う
に
形
象
化
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
人
物
の
死
に
対
す
る
心
情
表
現
の
内
容
を
大
き
く
規
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
行

路
死
人
歌
に
お
い
て
は
死
の
現
実
を
率
直
に
表
現
す
る
と
い
う
点
に
他
の
万
葉
挽
歌
と
は
異
な
る
特
質
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
特
に
人
麻
呂
以
降
の
挽
歌

に
お
い
て
は
、
対
象
と
な
る
人
物
や
作
歌
事
情
の
相
違
、
枕
詞
な
ど
に
よ
る
死
の
形
象
方
法
の
相
違
な
ど
に
よ
っ
て
、
歌
の
主
題
に
即
し
た
表
現
が
確
立
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
す
ぐ
」
「
か
く
る
」
な
ど
死
の
表
現
に
用
い
ら
れ
る
語
に
つ
い
て
も
、
「
敬
避
性
」
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
義
に
応
じ
た
死
の
形
象

が
一
首
の
歌
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

 

第
四
章
で
は
地
名
表
現
を
取
り
上
げ
た
。
古
代
の
地
名
は
種
々
の
事
跡
の
記
憶
と
伝
承
を
担
う
役
割
を
も
っ
て
い
た
。
地
名
表
現
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古

代
和
歌
の
表
現
の
機
構
や
享
受
、
伝
承
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
後
代
の
歌
枕
に
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
地
名
の
詠
法
は
万
葉
歌
に
お
い

て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
名
が
特
定
の
景
物
と
結
び
つ
き
、
ま
た
掛
詞
や
縁
語
に
よ
っ
て
特
定
の
語
彙
を
歌
に
呼
び
込
ん
で
く
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
地
名

が
一
首
の
発
想
の
起
点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

 

第
五
章
で
は
、
歌
の
表
現
を
、
詠
作
、
享
受
、
伝
承
と
い
う
史
的
な
場
と
経
緯
の
中
で
改
め
て
捉
え
直
し
た
。
歌
の
表
現
を
語
句
の
解
釈
と
い
う
次
元
で
考
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
現
実
の
歴
史
の
中
で
歌
が
詠
作
さ
れ
、
享
受
さ
れ
、
伝
播
し
伝
承
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
態
に
即
し
た
歌
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。 
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論  文  名 古代和歌表現の機構と展開 

本論文は、『万葉集』所収歌を主たる対象にして、古代和歌の表現の機能、しくみと史的展開

を明らかにすることをめざした考究である。論文全体は、序章、終章を含む七章の構成を具え、

本論となる五章は二十八の節から成っているが、論者は、その各節で、古代和歌の詠出の基点と

なる表現に着目し、用例と意味を幅広く丹念に検討し、一首一首の和歌を緻密に読み解くなかで、

説得力に富む見解を次々と提示している。 

 五節から成る第一章では、『万葉集』の心情表現に着目し、第一節で「はや」、「はも」、「あは

れ」の、第二節で「もとな」の、第三節で「かなし」の、第四節で「くやし」の、第五節で「泣

く」ことの表現の意味、用法を検討し、各表現がそれぞれに特定の心情の表出を可能にしたこと

を論じている。第二章では、八節にわたり、『万葉集』の景物表現について検討し、第一節では、

古代和歌における季節の表現の成立の意義を、第二節では、温感表現「寒し」の意味、用法を、

第三節では、「見る」こと、「聞く」ことそれぞれの認知の特性と和歌詠出上の働きを、第四節で

は、詠物をめぐる讃歌と挽歌との類同と差異を、第五節では、羈旅歌、相聞歌と挽歌との間の「雲」

の表現の共通性と相違を、第六節では、景物を介して人を偲ぶ表現に見られる、羈旅歌、相聞歌、

挽歌それぞれの特質を、第七節では、嘱目の景物をもとにして亡き人を偲ぶ詠法を、第八節では、

「カタミ」の本来の語義とその変遷を明らかにしている。『万葉集』の死の表現を考察する五つ

の節から成る第三章では、第一節で、行路死人歌が死の意味とイメージを新たに創出したことを、

第二節で、柿本人麻呂の挽歌に見られる三様の死の描き分けを、第三節で、人麻呂の挽歌の死の

表現が枕詞表現の質的転換にかかわることを、第四節で、死の表現「かくる」が埋葬や日月の様

態にもとづくことを、第五節で、死の表現「すぐ」が葬送の道行から発想されたことを指摘して

いる。第四章では、二つの節で、古代文学における地名の重要性に着目し、第一節で、地名が多

様な言説を引き寄せ、保持し、変容させる働きを担うことを、第二節で、『万葉集』の地名の異

訓が新たな歌枕の生成をもたらすことを論じている。第五章の八つの節では、『万葉集』の「岡

本天皇」の歌、「山科御陵退散歌」、山上憶良による有間皇子追和歌、柿本人麻呂による香具山で

の死者を悼む挽歌、枕詞「クサマクラ」、遺された近親者のために詠まれた挽歌、亡妻挽歌、東

歌の挽歌をそれぞれ詳細に考察することで、古代和歌の詠作、享受、伝承の場の実態を捉えよう

と試みている。 

 上記のような本論文の論述は、古代和歌の特質と史的展開を明らかにする上での重要な示唆に

満ちており、その成果は、斯学の発展に寄与するところ多大なるものがある。 

よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認

められる。 
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